
鹿児島県立松陽高等学校いじめ防止基本方針
学校番号 ８ 松陽高等学校

関係法令 学校の教育目標 いじめ問題への学校の目標

・ 日本国憲法 ・ 日本国憲法及び教育基本法の精神に基づき，国際的視野に立 ・ 学校の教育活動全体を通していじ
ち，２１世紀の世界を担う心豊かで主体的に生きる人間の育成 めを許さないという一人一人の心と，

・ 教育基本法 を目指すとともに，知・徳・体の調和のとれた人格の完成を目 集団としての問題解決ができる力を育
指す教育を推進し，学校創設の精神を継承して校訓（向学・高 てる。

・ 学校教育法 雅・貢献）の具現化に努める。
・ いじめの定義について職員の共通

・ いじめ防止対策推進法 ・ 公教育の理念を踏まえ，人権尊重の精神に立った全人教育を 理解を図る。
推進する。

・ 全ての生徒がいじめを行わず，い
じめを認識しながら放置することがな
いよう，生徒に十分に理解させる。

いじめ防止対策委員会

※いじめ防止対策推進法 第２条

この法律において「いじめ」とは，
＜内容＞ 児童等に対して，当該児童等が在籍
・ 年間を通した取組等について検討する。 する学校に在籍している等当該児童
・ 年間の活動を検証し，次年度へ向けての計画を作成する。 等と一定の人的関係にある他の児童

等が行う心理的又は物理的な影響を
＜構成＞ 与える行為（インターネットを通じ
〇 校長，教頭，事務長，４部主任，学年主任，学科主任 て行われるものを含む。）であって，
養護教諭，教育相談係，当該生徒に関係する職員 当該行為の対象となった児童等が心

身の苦痛を感じているものをいう。
〇 ＰＴＡ会長，副会長，同窓会長，地区内の小・中学校長

スクールカウンセラー，地域住民代表，学識経験者

松陽高校におけるいじめ問題への取組

未然防止 早期発見・早期対応 教職員の資質向上

目 標 具 体 策 目 標 具 体 策 目 標 具 体 策

生徒一人一人 ＨＲでの取組 いじめ問 無記名アンケートの実施 いじめの定義や 職員間での情報の共有化
が互いの良さを 題に関する いじめの認知方法
認め合い，集団 ・ 人間関係のトラブルを自 生徒の実態 ・ アンケートにもとづき，個別 についての理解を ・ 個人的に知り得た生徒情
の一員として協 分たちで解決するために， 把握に努め に教育相談を行い，実態の把握 深めるなど，いじ 報を担任会等で報告し，一
力し合える人間 コミュニケーション能力や る。 に努めるとともに，生徒の思い め問題に関する教 人で問題を抱え込まずに，
関係を育む。 アサーション能力を育てる を十分に受け止める。 職員の資質向上を 教職員で情報を共有し適切

とともに，「いじめは絶対 図る。 な対応を講じる。
に許されない」という学級 ・ 個別の教育相談によって得た
づくりに努める。 情報を，全職員で共有する。

校内研修会の実施

生徒会の取組 いじめ問 被害者・加害者への適切なケア ・ 外部講師を活用した教育
題に対して と指導 相談に関するなどの研修を

・ いじめ防止標語の作成 迅速かつ適 行い，教職員のいじめに関
・ あいさつ運動の実施 切な対応に ＜いじめられた子どもに対して＞ する実践的な対応力の向上

努める。 ・ 「いじめられている子どもを に努める。
守る」という姿勢を明確に示す
とともに，その保護者に対して，

生徒一人一人 道徳教育との連接 話し合いの機会を早急に持ち， 校外研修会へ積極的な出席
に，自他の生命 誠意ある対応を心がける。
や生き方を尊重 ・ 教科や特別活動等におい ・ 県総合教育センター等に
する心情や態度 ては道徳教育の視点に立っ ＜いじめた子どもに対して＞ おけるいじめ問題に関する
を育む。 て思いやりや自他を尊重す ・ いじめた相手の心理的・身体 研修会等，校外で開催され

る態度の育成に努める。 的苦痛を理解させ，毅然とした る研修会に出席し，いじめ
態度で，「いじめは許されない行 問題に関する対応力の更な

人権尊重の視点を通して 為」であることを納得させると る向上に努める。
ともに，その保護者に対して，

・ 全教育活動を通じて，「い 事実を正確に伝え，学校（担任）
じめは絶対に許されない」 が仲介役となり，相手保護者と
という態度の育成に努め 理解し合うよう要請する。
る。

いじめに 計画的な教育相談の実施
ついての相
談体制の充 ・ 保護者と学校が一体となった
実を図る。 取組を推進する。

・ いじめ防止対策委員会と専門
相談機関等の外部機関との連携
を通して，いじめ問題に対して
より適切な対応に努める。

家庭との連携 他校種との連携 県教委との連携 関係機関との連携

・ ＰＴＡ総会や学年・学級ＰＴ ・ 入学前の中学校訪問や中 ・ 指導主事の派遣および助言 ・ 警察
Ａを活用し，いじめへの対処方 高連絡会において，生徒に ・ いじめ問題対応チームの派遣 ・ 大学
針や指導計画について，保護者 関する情報収集に努める。 および助言 ・ 市町村の社会福祉課
の理解を得るよう努める。 ・ 研修等への講師派遣 ・ 地域の民生委員



令和４年度いじめ防止対策年間計画
鹿児島県立松陽高等学校

月 生徒関係 職員関係 検証関係

通年 ・生徒会あいさつ運動 ・生徒とのコミュニケーション ・生徒情報の共有化
や観察を通しての状況把握

・被害調査（第 1回） ・生徒指導に関する校内研修 ・年間計画の検証

４月 ・いじめ問題を考える週間

・教育相談

・統一 LHR ・ＰＴＡ総会
５月 （いじめについて）

６月 ・学校楽しぃーと（第 1回） ・被害調査に基づく教育相談 ・被害調査分析

７月 ・情報モラル教室 ・職員会議（１学期の総括） ●学期の取組状況の検証

・三者面談（～ 8月） ・三者面談（～ 8月）

８月 ・(必要に応じて)面談・家庭訪 ●
問等の実施

・いじめに関するアンケート ・アンケートに基づく教育相談 ・アンケートの分析
９月 調査(県)

・インターネット利用実態調 ・ネット実態の分析
査

・被害調査（第 2回） ・被害調査の分析

・いじめ問題を考える週間
・人権同和教育係との連携した

・いじめ防止標語 啓発活動の実施

・教育相談 ・教育相談

10月

・読書週間 ・職員研修（外部講師招聘）
11月

・学校楽しぃーと（第 2回） ・学年ＰＴＡ
・学級ＰＴＡ ●学期の取組状況の検証

12月 ・職員会議（２学期の総括） ●

１月 ・被害調査（第 3回） ・教育相談

・教育相談

２月 ●年間の取組状況の検証

３月 ・職員会議（１年間の総括） ●


